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裏
路地

険
探

■
民
俗
芸
能
を
守
り
伝
え
る
村
を
歩
く
／
新
温
泉
町
久く

た

に谷

「
エ
イ
ト
ー
」の
か
け
声
が
村
に
響
く
菖
蒲
綱
引
き

古
式
ゆ
か
し
き
ざ
ん
ざ
か
踊
り
の
優
雅
な
舞
い
…

民
俗
芸
能
が
大
切
に
受
け
継
が
れ
る
村
を
訪
ね
る

　

新
温
泉
町
の
東
端
に
あ
る
久く
た
に谷
地

区
。
こ
こ
か
ら
国
道
１
７
８
号
の
桃と

う
か
ん観

峠
を
越
え
る
と
、
余
部
橋
り
ょ
う
で
知

ら
れ
る
香
美
町
余
部
地
区
に
入
る
。
ト

ン
ネ
ル
が
で
き
る
前
は
、
峠
道
を
行
き

来
し
て
い
た
。
太
も
も
が
う
ず
く
ほ
ど

険
し
い
峠
だ
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由
来

（
も
も
（
桃
）
を
観
る
）
と
さ
れ
、「
も

も
う
ず
き
峠
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
「
久
谷
」
の
地
名
は
、
全
国
的
に

「
久
」
が
「
木
」
を
表
す
地
名
が
多
い
こ

と
か
ら
、
燃
料
の
採
取
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
由
来
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
名

が
示
す
と
お
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ

た
谷
筋
に
位
置
し
、
地
区
の
中
央
を
久

谷
川
が
流
れ
て
い
る
。

　

弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
古
墳

群
や
中
世
の
城
跡
が
残
る
な
ど
地
区
の

歴
史
は
古
く
、
香
美
町
境
に
そ
び
え
る

蓮れ
ん
だ
い
さ
ん

台
山
は
修
験
道
の
聖
地
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　

久
谷
地
区
１
番
の
特
色
と
言
え
ば
、

民
俗
芸
能
を
絶
や
す
こ
と
な
く
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
国
と
県
に
指
定

さ
れ
た
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
が
２
つ

も
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
。

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
久
谷
菖し

ょ
う
ぶ蒲

綱
引
き
」
は
、
毎
年
６
月
５

日
の
20
時
頃
か
ら
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
。

　

前
日
の
夕
方
に
各
戸
の
屋
根
に
上
げ

た
「
菖
蒲
・
す
す
き
・
よ
も
ぎ
」
を
、

当
日
の
昼
過
ぎ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
集

め
て
回
り
、
菖
蒲
綱
作
り
が
行
わ
れ

る
。
長
さ
は
40
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
、
綱

引
き
は
大
人
組
と
子
供
組
に
分
か
れ

て
、
７
番
勝
負
を
開
始
。
古
老
が
唄
う

「
石い

し
ば
つ
き

場
突
唄
」に
合
わ
せ
て
、「
エ
イ
ト
ー
、

エ
イ
ト
ー
」
の
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
引

き
合
い
、
最
後
の
７
番
目
を
「
納
め
綱
」

と
呼
び
、
大
人
組
が
勝
つ
こ
と
で
そ
の
年

の
豊
作
と
村
の
安
泰
が
約
束
さ
れ
る
。

　

か
つ
て
は
全
国
的
に
見
ら
れ
た
行
事
で

氏神である八幡神社の境内で奉納される「久
谷ざんざか踊り」。八幡神社は石清水八幡宮よ
り分霊をお迎えしたと伝わる。往古は蓮台山
上にあったとされ、応永21年（1414）に現在
地に移ったと言う。彫り物は丹波の中井権次
一統による立派なもの。

菖蒲綱作りは村人総出で行われる一大行事。子供から大人
まで一緒になって、長さ20メートルの綱を2本編んでい
く。この2本をつなぎ合わせて、長さ40メートルの綱がで
きあがる。この日は、1日中村に活気ある声が響き渡り、綱
引きのかけ声とともに賑やかな夜が更けていく。

集落の北側を通る「桃観トンネル（右）」は、JR山陰線で最も
長いトンネル（1,991メートル）。東西の坑口の上部には当時
の鉄道院総裁、後藤新平の筆による石額が掲げられ、貴重な
文化的遺産である。久谷側には「萬方惟慶」（萬方これを慶ぶ）、
余部側には「惟徳罔小」（この徳は少なくない）と刻まれている。
駅前には国鉄職員として除雪作業中に殉職した尾崎宏氏の遺
徳を偲ぶ、弔魂碑（左）が建立されている。

八幡神社境内のスダジイは但馬の巨木
に選ばれている。広葉樹林の社そうは
町の文化財に指定されている。
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あ
っ
た
が
、
そ
の
多
く
は
簡
略
化
さ
れ
た

り
、
途
絶
え
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、こ

こ
久
谷
で
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
綱
引

き
行
事
の
様
子
を
今
な
お
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る「
久
谷
ざ
ん
ざ
か
踊
り
」
は
、
少

な
く
と
も
室
町
末
期
に
は
成
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
郷
土
芸
能
。
氏
神
で

あ
る「
八は

ち
ま
ん幡
神
社
」の
秋
の
例
祭（
９
月

15
日
）に
、神
前
や
各
戸
へ
奉
納
さ
れ
る
。

　

踊
り
手
は
中
高
生
８
人
で
構
成
さ

れ
、一
列
の
ま
ま
唄
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
す
。
但
馬
の
中
で
最
も
古
い

形
態
と
さ
れ
る
華
や
か
な
一
文
字
笠
を
か

ぶ
っ
て
踊
る
姿
は
、
古
式
を
偲
ば
せ
る
。

　
「
昔
は
踊
り
手
も
多
く
、
久
谷
駅
に

停
車
す
る
列
車
の
乗
客
に
も
披
露
し
た

ん
で
す
よ
。
神
輿
が
３
台
も
出
て
、
そ

れ
は
盛
大
な
も
の
で
し
た
」
と
は
、
案

内
役
を
お
願
い
し
た
岡
坂
峰
雄
さ
ん
。

　

久
谷
菖
蒲
綱
保
存
会
の
会
長
も
務

め
る
岡
坂
さ
ん
は
、「
両
方
の
行
事
と

も
１
度
も
途
切
れ
て
い
な
い
こ
と
が
誇

り
。
少
子
化
に
よ
り
維
持
が
大
変
だ

が
、
先
人
が
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

過
疎
化
が
進
む
中
で
、
民
俗
芸
能
を

守
り
続
け
る
久
谷
の
人
々
。
行
事
当
日

は
誰
に
言
わ
れ
る
訳
で
も
な
く
、
自
然

と
人
が
集
ま
っ
て
く
る
そ
う
だ
。
日
本
の

暮
ら
し
と
文
化
が
息
づ
く
村
と
い
え
る
。

●「T2裏路地探険」参加募集！！
平成27年1月24日（土） 10:00〜12:00

「江戸期の鉱山町を歩く」 朝来市生野町小野 
＊上記実施日の10日前までに、18ページに掲載の但
馬の情報誌「Ｔ2」編集部まで、住所・氏名・年齢・電
話番号・「T2裏路地参加希望」とお書きの上、ハガ
キで申し込みください。開催当日は午前中、現地集
合・現地解散となります。申込締切後、参加ご希望
の方へ郵送にて案内を送付します。

久谷民俗芸能
伝承館

JR山陰本線

至
新
温
泉
町
市
街
地

郵便局

至
香
美
町

香
住
区
余
部

かつての峠道

国道178号線

回国供養塔

五輪塔と
献花台

室町時代後期のものとされる「五輪
塔」。言い伝えでは源平合戦の落ち
武者を供養したと伝わる。塔が建つ
場所は戦国期の居館と城の一角が
あった場所でもある。

鉄道工事中職斃
病没者招魂碑

菖蒲綱引きが平成元年に国の重要無形
民俗文化財に指定されたことから建てら
れた「久谷民俗芸能伝承館」。現在の天皇
陛下が即位された際には東京銀座の通
りで、ざんざか踊りが披露された。館内
にはその際の記念品も展示されている。

八幡神社の参道には明治の山陰線工
事での犠牲者を祀っている招魂碑が
ある。27名の犠牲者名が刻まれてお
り、その中には朝鮮人7名の犠牲者
も一緒に祀られている。

桃観峠の入り口にある
「回国供養塔」。日本全国
の六十六ヵ寺を巡礼し、
その満願を記念して建
立された石碑で、文政8
年（1825）の頃のもの。

至
浜
坂
駅

清流である久谷川では
バイカモの花が咲く

JR久谷駅

尾崎宏弔魂碑

桃観トンネル

久谷八幡神社

スダジイ
の巨木

薬師堂

石州瓦の赤屋根が特徴的
なかつての庄屋屋敷。代々
氏子総代を務め、ざんざか
踊りの当日正午頃には庭
先で芸が披露され、祭りの
最高潮を迎える。

戦国期の砦跡
菖蒲綱引きの国指
定文化財を記念し
て建立された碑。
綱引きはこの通り
沿いに行われる。

石を持ち上げら
れたら願いが叶
うとされる力石

八幡宮の別当と
される修験「大宝
院」跡に建つ祠

六地蔵

別宮の棚田と氷ノ山別宮の棚田と氷ノ山

ご来店不要 スピード審査 返済用口座不要

詳しくは当行ホームページまたは窓口までお問い合わせください。


